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①渡辺道也（北山研究室）「寺子屋－縁」

地域の生活動線を抱える法禅寺に町の未来を語

り合う場としてTMO(タウンマネジメントオフィス)を

計画した。現代、お寺離れ・廃寺・駐車場化といった

問題を抱えたお寺は今後の在り方が問われている。

そこで境内に話合いの場となるホールと町の歴史

を継承するミュージアムを縁側のある大きな軒下空

間を囲んだ、地域の寄り合い所を設計した。自らの

生業と町の歴史を活かしたまちづくりを考える拠点

として現代の「寺子屋」が始まる。

②吉久香鈴（渡辺研究室）「地域コミュニティ
　を補完する隙間ギャラリー」

古くから寺社地や木造密集市街地をもつ地域の利

点はこの地に所縁のある人を呼び寄せる力だと考

えます。木造住宅の一部を普段何気なく通り過ぎ

る都市ヴォイドに対して親しい人を招き入れ交流や

交換を行う趣味の場＝ギャラリーとして解放します。

内外の境界を日本の伝統的な建築要素を用いて

多様かつ柔軟に操作します。従来の閉鎖的な住宅

の中に地域との居心地の良い接点を創っていく事

が近未来都市への第一歩になると期待します。

③河合茉琳（赤松研究室）「参道を再考する」

寺の参道に、地域食堂の提案をします。

学童に通う子供や旅館の宿泊客など、異なる境遇

の人々が同じ場所に集い、家族のような、食を共に

する小さな共同体を形成することで、新たなコミュ

ニティの形成を計ることを目的としています。ここで

つくられていくコミュニティはかつて賑わっていた参

道がまた明るさを取り戻すことを促し、出来上がっ

た人の輪は防災や見守りの面で役に立ちます。

④成本匠（渡辺研究室）「街の接続詞」

北品川の街の隙間に魅力を見出し、人々の居場

所を生み出す学生寮の提案。土間空間や立体的

に設置された縁側・テラス空間により、住人や観光

客の関係性を生み出し、同時に、建築に住まう学

生たちが、街に散らばり地域を活性化させながら、

人々の関係を繋いでゆく。他の設計作品のデザイ

ンコードを取り入れながら建築形態を決定してゆく。

提案は、街を繋ぎ、人を繋ぐ建築となる。

⑤岡本ひかり（北山研究室）「水辺を繋ぐ、
　人のための道路空間利用」

東海道五十三次にみられるように、かつて北品川

の水辺空間には人が豊かににぎわっていた。しかし

現在は自動車道により水辺とまちが分断され、人

の活動はみられない。一般道や都道の利用率が停

滞しつつある中、自動車道を人のための空間として

設計することで、多様な人による多様な活動を循

環させる。長屋単位を連続させた箱の中に道具が

あり、時間帯別にまちの活動に合わせて道路に溢

れ出す。すると水辺とまちを繋ぐ暮らしが蘇る。

〇矢加部翔太（渡辺研究室）
　「微所有する暮らし」

設計対象の街区は、車の通らない細い道や複雑な

街区の形成により奥性を持つ空間となっている。さ

らに、密な住宅の集合によって、他者を拒み、閉じ

きった街区となってしまっている。そこで、老朽住

宅をはじめとした延焼ハブを取り除くとともに大き

なアジール空間を中心に持つ街区設計を行う。ア

ジール空間に対して建築や道が呼応し、人々のふ

るまいにも変化が生まれてくる。人々が街区全体を

微所有する暮らし方を提案する。

〇丸山一樹（渡辺研究室）「健創する暮らし」

商店街やその周辺に住む高齢者のよりどころとな

るようなウェルネス施設。商店街で健康づくりをす

る人のための拠点となる。高齢者のための住居は、

高齢者同士のネットワークもつくりだす。

〇椿進之介（北山研究室）
　「移動と滞留の間のアーキテクチャ」

北品川の運河は、建物は運河に背を向け、人々は

水辺へアクセスすることができない状況にある。そ

こで船宿ひらい丸の敷地を対象に、水に顔を向け

た駅のような交通拠点となる場を提案する。陸路の

基軸として機能する品川駅、空路のハブとなりつつ

ある羽田空港、さらに水路を活用することで東京湾

の水辺がネットワークしていく。多様なスピードが重

なり合う北品川だからこそできる“移動“を基点に東

京における新たな都市像を描いた。

〇川端宏斗（北山研究室）「街区に水は浸透する」

運河という資源が近くにあるにもかかわらず、建築

が閉ざしている。水の恩恵を受けるように屋根付

きの外部空間を水際に作り、水環境を行き渡らせ

るように大きな立体ヴォイドを街区の奥まで貫通

させる。そのヴォイドを支えるように同一のストラク

チャーで構造をサポートし、それだけでなくそこで行

われる様々な行為もサポートする。水辺から風や音

が街区の奥まで運び込まれ、あるべき水際での暮

らし方を提案した。

〇呉 沛綺（ゴ ぺイチイ）（下吹越研究室）
　「都市農園IN BETWEEN」

旧東海道を人間にための街にした上で、公と私の

間(in between)に小さな農園を設置するという提案

です。昔の風景と人の繋がりは都市の建て替えの

中でだんだんに失っていると思います。農園の設け

ることによって、人と人の触れ合い機会が増える街

になると期待しています。

〇丸山泰平（渡辺研究室）「工房付き舟屋」

北品川船溜りでは屋形船関係者の限定的なコミュ

ニティが作られ、生活と運河が疎遠になった。経費

削減のための係留杭共同建て替えがそのコミュニ

ティを維持していると考え、その廃材を利用した地

域工房を提案する。運河の環境を生かして快適な

空間を作り、自ずと人が集まるような地域の拠り所

とする。船運が普及した近未来で職住近接が実現

した時、この建築は地域の作るという活動をサポー

トし、水際を人々の活動で彩っていく。

〇井上莉沙（北山研究室）「まちの収蔵庫
　-コモンズを生み出す集合形式の提案」

品川は昔、井戸という地域資源を共有し、家族の

ような関係ができていた。時代は流れ、その関係は

崩壊の一途を辿る。そんな人々の関係を建築で補

完し現代なりにつながりを再編する。プログラムは

街の収蔵庫つき集合住宅。公園の公共ヴォイドを

中心にそこに付随させる形で三つの建築が点在す

る。一階部分に街の人々の使わなくなったモノを収

蔵し、住居人が一階を使う時はシェア。地域住民

が使用するときにはレンタルと、小さな経済が生ま

れるシステムを提案する。

〇木下将吾（赤松研究室）「つぎはぎロビー」

品川と北品川の結節点となるこの場所を北品川の

ロビーと捉え、北品川の要素を抽出したものをロ

ビー空間を構成する要素と置き換えながら、北品

川の一番の特徴であるパッチワークとなる建築を目

指した。大屋根をかける事でゲートの様に象徴的

かつ空間に一体感を持たせた。この建築は機能を

持った船がプラグインされる事で用途が劇場やシア

ター等、船の機能によってこの建築での人の振る

舞いが変化する。

〇岡崎卓（赤松研究室）
　「ENERGIE CYCLE STATION」 

かつてはゴミ捨て場の規模で、コミュニティが形成し

ていたのに対して、現在は毎日出るゴミが家の前で

回収され、ゴミの行方はどこ知れず、日常のコミュニ

ティ形成のきっかけの一つが失われていると考えられ

る。日常の些細なものを媒介に、緩やかにコミュニティ

を維持していくことが必要であると考える。そこでテー

マを『エネルギー』とし、日常的に出る生ゴミ、木製家

具の粗大ゴミを扱い、木密地区のゆるいコミュニティ

を維持する家具工房付きアパートメントを提案する。

品川宿周辺を対象とした大学または大学
院生による作品の発表会の歴史は古く、
平成１０年に日大生による「品川宿再生
計画」、平成１５年は法政大陣内研究室と
一橋大、その後明大、早大と続く。特に
法政大は毎年のように永瀬克己先生そし
て陣内信秀先生が続けてくださり、今年

からは北山恒先生に引き継がれた。今年
は2月3日（日）16：30から「時間の連続性、
空間の連続性、人間の連続性」をテーマ
に「そば処いってつ」に於いて行われ、大
学関係者とまちの方々合わせて約30人が
参加、このまちの可能性について21：00
過ぎまで熱心に意見交換がなされた。

【発表会の概要】山の手通りから品川浦
までのエリアを１/２００の模型化、そこに
寺チーム、商店街チーム、ウォーターフロ
ントチームが１４のプロジェクトを展開した。
各計画は全体の中できちんと位置付けら
れたうえで細部までデザインされ、プレゼ
ンテーションも大変分かりやすいものとな

り、質疑応答も活発に行われた。私たち
のまちに、先生方と学生さん達の膨大な
エネルギーが注がれた。

【計画のコンセプト】学生さん達に200字
を目途に書いて頂いたものを転記。

（敬称略）発表順　〇は就活のため来品
出来ず発表なし。

【今後の課題】学生が制作した模型やパネルの保管場所が無いためすぐに廃棄される。今回、全体模型は一旦北山先生の研究室に保管されたが、出来ればまちに保管場所を確保した
い。会場使用料、設営費、模型運送費等の負担が大きい。今年は品川神社の豆まき行事と重なり、北品川の住人の参加が少なかった。また、学生の就活も重なり、１４名のうち５名しか
発表が出来なかった。日程調整を慎重に行いたい。（長谷山）

昨年2018年が、明治維新から150年

目という節目の年に当たるところから、

品川区の文化スポーツ振興部からお

話をいただき、品川宿交流館で1年間

にわたる特別企画展を実施すること

になった。

そこでまず、品川宿と明治維新との

関わりを整理してみると、テーマが非

常に多方面に渡ることに改めて気付

かされ、次のようにテーマを大きく4

つに分けて展示を展開することとした。

《第1期》

「品川宿を駆け抜けた、維新の人々」

2018年7月1日〜8月31日

《第2期》

「世直し、御一新の嵐が吹き荒れた

 明治維新　品川宿七大騒動」

2018年9月4日〜10月31日

《第3期》

「開国を迫る諸外国、その時、

 品川宿は……品川御台場物語」

2018年11月9日〜2019年1月22日

《第4期》

「品川宿で産声を上げた近代日本

品川宿は文明開化のテーマパーク！」

1月24日〜3月31日

またこの展示に連動させ、街道文庫

の田中義巳さんにお願いして「ワーク

ショップ（座学）とまち歩き」を月1回

のペースで全9回実施した。これはパ

ネル展示の平面的な情報を実際のま

ちに残る歴史遺跡と結びつけながら、

明治維新を立体的に理解するプログ

ラムで、毎回15名前後（30名を超え

る回もあった）の参加者があり、大変

に好評をいただいた。

10月27日には、六行会の全面的なご

協力をいただき「シンポジュウム」を

開催。品川郷土の会会長で元品川歴

史館学芸員の坂本道夫さんに基調講

演を、新選組刀剣研究家の権東品さ

んに特別講演「新選組と品川宿」を

お願いし、その後のパネルディスカッ

ションには品川歴史館学芸員の佐藤

友理さん、街道文庫の田中さんにも

ご参加いただいた（司会進行・佐山）。

こうしてお名前を上げると、坂本さん、

権さん、田中さん、皆さんまちづくり

協議会のメンバーで、こうした面々で

「明治維新」という大きな歴史テー

マのシンポジュウムが開催できるのだ

から、品川宿の持つポテンシャルの高

さ、人材の豊富さは並大抵ではない

と、つくづく実感するのだった。

そしてこの一連の活動の締めくくりと

して冊子「明治維新in品川宿」（B5版

26ページ、1万部）を発行することが

できた。この冊子は現在交流館で無

料配布中なので、ぜひご一読いただ

きたい。私たちのまち品川宿がいか

に多くの歴史物語と歴史遺産を持つ、

いかに恵まれた地域であるかというこ

とをきっと再認識されることと思う。

最後に、この特別企画を持ちかけて

くださった品川区のご担当者各位に、

そして事務局の竹中君、和田君に深

く感謝したい。

企画制作担当・佐山吉孝

街道松（御油）

冊子『明治維新in品川宿』、各回の展示ノートは
品川宿交流館にて入手できます（無料）

街道松（袋井） 街道松（土山） 街道松（保土ヶ谷） 街道松（枚方） 御成通り 黒門横町

緒明横町 清水横町 青物横町 台場横町 大横町 道灌通り 溜屋横町

「明治維新in品川宿」特別展を終えて

品川礎会により各地に取り付けられ
ていた名所旧跡案内看板やまちづく
り協議会が街道松につけた看板を取
り付けてから、20年もの時を経て経
年劣化が著しくなったため、この度品
川区の全面的な協力の下、品川礎会・

（一社）しながわ観光協会・まちづくり
協議会が協力をして案内板10ヶ所、街
道松の看板5ヶ所をリニューアルし、設
置しました。
新看板の特徴は、雨による劣化を防
ぐため屋根部分に銅板を貼り、アルミ

製のサブ看板にはその土地にちなん
だ錦絵や説明があり以前に比べ更に
わかりやすくなっています。皆様もぜひ
気にしてご覧いただければと思います。
今後あと2年をかけて、すべての案内
看板をリニューアルする予定です。

また今回、看板製作・設置にあたりま
して、快くご協力をいただきました地
元の材木店・印刷所・工務店・塗装店・
板金店等全ての皆様に心より御礼申
し上げます。

（大越章光）

品川宿周辺の観光名所等説明板リニューアル！

法政大学大学院デザインスタジオ作品発表会
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４月８日（月）品川・ジュネーブ友好都市
交流イベントとして、「スイス・ロマンド
管弦楽団　カルテット演奏会」が、品
川寺にて行われました。
厳かな雰囲気の中での声明に始まり、
一流の奏者による演奏会、スイス大使
館の皆様をはじめとした国際色豊かな
交流会、音羽ゆりかご会の子どもたち
による合唱が行われました。
今回のイベントに先立ち、青物横丁
商店街ご協力のもと、ジュネーブ紋章
デザインの商店街ペナントを設置して、
歓迎ムードを演出させていただきまし
た。また、地元の子どもたちが、本物
に触れる機会をつくりたいという想い

から、東海中学校吹奏楽部の生徒たち
１５名をご招待させていただきました。
梵鐘贈還９０周年を迎え、今後ますま
す友好都市交流の絆を深める取り組
みを企画していきたいと思います。

（竹中茂雄）

ゲストハウス品川宿は今年3月に既存
の運営施設をSHUKUBA HOTELとい
うブランドで統合しました。
今回はその施設の中でも民泊について
少し触れていきます。まず、民泊のポ
イントの一つは「有人か無人か」とい
うことです。基本的な民泊の考え方と
しては誰かが住んでいる場所を間借り
するというものですが、巷で爆発的に
増えた民泊は、その場所にはだれも住
んでおらず、鍵の受け渡しもセルフと
いう無人を想定した空き部屋活用でス
タートしたものがほとんどです。

民泊新法施工後、ゲストハウス品川
宿が昨年9月にオープンした民泊施設

「Kago34」はその二つのハイブリッド
です。施設自体無人ですが、受付や滞
在中のサポートは隣のゲストハウスで
行い、緊急時には品川宿エリアに居
住するスタッフがすぐに駆け付ける仕
組みです。今後も宿場づくりの一環と
して、このようなハイブリッド型民泊を
法令順守のうえ地域住人の方々のご
理解を頂きながら、クリーンにすすめ
ていきます。

（（株）宿場JAPAN　渡邊崇志）

今回で3回目となった品川宿交流館前
～品川橋上までの東海道みち遊び企
画。「しながわ運河まつり」の東海道
会場として参加しています。
普段、車両通行も多い東海道。かつて
の「道の中心は人である」そんな空間
を作りたいと思い、日曜午後の通行止
となる時間帯を活用して、橋の上では
音楽が流れ、カフェ、マルシェ、ワーク
ショップを楽しみ、交流館前では子ど
もたちのみち遊びをまちの人たちが見
守るような優しい空間となりました。

「みちに絵を描く」。ひと昔前までは日
常の風景も今では叱られる行為。最初
は恐る恐る小さく絵をかく子どもたち
も段々とカラフルになり道を彩ります。
通行止時間が終わり、東海道を通り
過ぎてゆく車のタイヤに移った子ども
たちの彩が、どこか遠くへと旅立って
ゆくようでそれもまた楽しい風景です。

（和田富士子） 
thanks to 品川橋通り街灯会、北品川商
店街、しながわ運河まつり実行委員会

品川宿史談会の講演会では今年度
一段と活動の範囲が広がり、講演の
内容も郷土史の内奥に迫るテーマを
取り上げることができました。全体の
テーマは「稗史から正史に」を目標と
して、一応の成果を上げたと思ってい
ます。
第５回（4月１日）「近世から近代におけ
る江戸内湾猟師町の展開と変容」南
品川猟師町を中心に
講師：明治大学建築家大学院修士修了
吉永ほのみ 氏
第６回（７月２２日）「昭和の大道芸と物売
り」品川の祭りと縁日。昭和の思い出」
講師：日本大道芸伝承家・東京都ヘブ
ンアーティスト 光田憲雄 氏
バナナのたたき売り 日本大道芸の会　　
しげちゃん（今井重美）
バイオリン演歌 楽四季一生
第７回（１１月２５日）「江戸の御仕置場、
鈴ヶ森と小塚原の空間と機能」地域史
から見た祈りと遺跡
講師：荒川ふるさと交流館 上級学芸員　　

亀川泰照 氏
第８回（１月２０日）「明治２０年、品川町
は新時代の息吹の中で自主埋め立て
事業をはじめた。」
講師：東京工業大学大学院修士修了・
台場小学校卒 樋口尚 氏
今年度はテーマに関係する町会の協力
をいただき、一般にはホームページで
のお知らせなど広報に力を入れた効果
で、多くの方に会の存在を知ってもら
い、参加者は昨年の１４０％余の盛況で
した。懸案の講演録の販売を２９年度、
３０年度と品川宿交流館で行います。

（新実正義）

地元品川区で「スポーツを通じた、人
をつくり、まちをつくり、文化をつく
り、品川と世界をつなぐクラブつくり」
を理念に立ち上げたクラブも創部4年
目を迎えることができました。今年度
から高校生のユースチームが発足しま
した。これで、幼児から大人までの一
貫したフットサルを楽しめるクラブがで
きました。トップチームは、昨年度《東
京都フットサルオープンリーグ》で優勝
しました。さらに3部参入戦でも全勝
して、今年度から《東京都フットサル3
部リーグ》に昇格することができました。
たくさんの方が応援してくれる中での
勝利することができました。
しながわ運河まつりでは、「大人のソ
サイチミックス大会」、「しながわ運
河まつり杯U10」、「FC品川体験会」、

「東海道品川宿FCスクール体験会」
を行いました。しながわ運河まつり杯
U10では、8人制のサッカー大会を行
い、地元の「品川SJC」「御殿山シュー
キューズ」「台場コスモス」「城ニユナ

イテッド」「鈴ヶ森キッカーズ」「東海
道品川宿FCU10」が参加しました。大
会では東海道品川宿FCU10が優勝す
ることができました。フットサルのト
レーニングがサッカーに活かすことが
できました。
イベントには述べ1000名近い人が参
加してくれました。スポーツを通じて
地域の人たちと交流することができま
した。10月の運河まつりでもスポーツ
で地域を盛上げていきたいと思います。
クラブのことは、Facebook、Instagram、
HP「tsfc.jp」を御覧ください。

（松村圭祐）

IBSA（国際視覚障害者スポーツ連盟）
ブラインドサッカーワールドグランプ
リが、天王洲公園にて開催されました。
3/19～3/24の６日間、日本、アルゼン
チン、イングランドなど８カ国が、熱戦
を繰り広げました。
目が見えていないとは思えないほどの
激しいプレーや、どうしてそこにパス
ができるんだ！？　という驚きのプレー、
そして、国を背負って戦う全力プレー、
感動の連続でした。スポーツの見方
が変わるすばらしい観戦体験となりま
した！
イベントへの協力として、選手をエス
コートする「エスコートキッズ」を、品
川区少年サッカー連盟と協力してコー
ディネートさせていただきました。平日
に開催された開幕戦は、アルゼンチン
代表とタイ代表チームを、それぞれ品
川第一地区と第二地区の町会長が半
纏を着てエスコート！　その他の試合

でも、リリーさん率いるハウディカント
リーダンサーズにお手伝いをしていた
だくなど、品川宿らしい企画でご協力
させていただきました。
オリンピック・パラリンピックを迎える
２０２０年の３月にも、第３回ブラインド
サッカーワールドグランプリが開催さ
れる予定です。これから１年間かけて、
品川宿らしい盛り上がりをつくってい
きたいと思います！

（竹中茂雄）

参加者20名ほどだったのに、現在で
は70名を超えることもあり、スタート
当時 、年 少さんだった子どもたちも
今春から小学生。こんなに勝手の悪
い晩ごはんなのに、どうして毎月来て
くれるのか？この会の楽しさは何か？
ちょっとママさんとサポーターに聞い
てみました。

《わいわいばんごはん会の楽しみ》 
みんなで食べることが大好きな私の
耳にとても心地よいネーミングにひか
れて早速参加しました。ごはんと汁物
が用意されているところへ、自分のお
かずを持ち寄って食べる会という形式
で、「うちのも食べてみてね、お宅の
おかずもつまませて」という思いでした。
持っていったものがあっという間に売
り切れになるのを見たとき、料理好き
の魂にメラメラと火が付きました。以
来、毎月、コロッケだのハンバーグだ
のから揚げだの、そして一番人気の乱
切りきゅうりの塩もみだの、60個を目
安にせっせと作っては運んでいます。1
個ずつですよ」と言いたくないので、
今後ますます量は増えていくことと思
います。

（ボランティアサポーターのあーちゃん
という品川のおばあさん）

《子ども達は毎月楽しみにしているわ
いわいごはん♫》 
保育園のお友達と一緒にご飯が食べ
られるのが嬉しいみたい！「今日は何が
あるかな～お母さん今日はなにもって
行くのー？」と聞いてきたり、おかずを
作っていると手伝ってくれたり♫　優
しいおばちゃん達が見守ってくれる中、
自分でおかずを選んで「これなｰに？」
とコミュニケーション！　いつも家では
残しがちな食材もわいわいごはんだと
挑戦してみたり、凄い量を食べてビッ
クリさせてくれる子ども達！　お腹が満
たされると子ども達は思い思いに遊び、
友達と夜まで一緒にいられることが楽
し嬉しい様子！　親は手抜き出来るし、
種類多目のおかずが食べられるし、美
味しいおかずに出会えたらお料理の勉
強になったり！　みんなでわいわいと食
べるご飯は美味しい！！　家だと「早く
食べなさーい」と怒りがちだけど、わ
いわいごはんに来るとみんなが子ども
達を見ていてくれるから、息抜きでき
たり、「久しぶり～」と友達に会えたり
出来るのもわいわいごはんの良さだっ
たり！！　わいわいごはんはお腹も心も
満たしてくれるそんなところだなと私は
思います♫

（2人の子供と毎月参加してくれるママ
さん）

品川・ジュネーブ友好都市交流イベント SHUKUBA HOTEL

みちで遊び、まちを楽しむ

品川宿史談会2018年度の活動

東海道品川宿FC

ブラインドサッカーワールドグランプリ 2019

4年目に突入！＜わいわい晩ごはん＞

welcome!! 
まちの新しい顔

束の間 （レンタルスペース）
絵画、写真、工芸品等の展示、物産展、ワークショップ、

会議、その他創意・工夫でご利用ください。
南品川2丁目12-6

茶箱（日本茶カフェ）
急須で入れる美味しいお茶と、和菓子職人が

つくる創作和菓子をお楽しめる。
南品川2丁目11-5

select （高級雑貨店 ）
「日本の伝統である土産の文化を世界に届け

たい」という想いから日本の逸品をご案内。
南品川1丁目7-21


